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5月中下旬は平年に比べ平均気温は高くなりましたが、日照時間はかなり短く推移しました。
断続的な降雨の影響から深水管理となり、茎数が少ないほ場がみられます。
　一方で、茎数が多いほ場も見られることから、生育に応じた水管理を実施しましょう。特
に、茎数が中干し開始の目安に達しているほ場では中干しを徹底しましょう。

■生育概況

生育調査結果（コシヒカリ）

出穂予想（6月8日現在）

早生の穂肥施用（10a当り）

ゆめみづほ

コシヒカリ

ひゃくまん穀

ゆめみづほ

出穂予想

7月18～22日

施用時期

1回目の施用基準

一般米

加工用米等

6/25～6/29
出穂23日前

幼穂長：1.5～2㎜
　葉色：4.0　　 

有機入いしかわライト550
（15-5-10）
15～17㎏

化成肥料 14-14-14
（14-14-14）
20㎏

7/8～7/12
出穂10日前

─

─

有機入いしかわライト550
（15-5-10）
15㎏

化成肥料 14-14-14
（14-14-14）
20㎏

6/25～6/29
出穂23日前

幼穂長：1.5～2㎜
葉色：4.0　  

有機入
いしかわ穂肥一発055
（20-5-15）
20～25㎏

7月18日～22日

7月28日～8月1日

8月4日～6日

7月16日

7月28日

8月4日

7月18日

7月28日

参　　　考
令和2年度

令和3年度

品種名 区　分 1回目
分　施

2回目 穂肥一発肥料

平　　年

※今後の天候次第で変動することがあります。

※基肥一発肥料田で茎数が少ない場合：分施の1回目と2回目の中間の時期に　
窒素成分で1㎏/10a以内で追肥する。

※穂肥施用時の注意事項
圃場によって生育の差があるので  幼穂長（1.5～2㎜） を必ず確認してから
施用すること。

●

地力の高い圃場や転作後の圃場では施用量をやや少なくすること。●
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J　A　加　賀
加賀市米麦改良協議会
加賀農業改良委員会

第 6 号
令 和 3 年 6 月

6月8日現在

28.0
11.7

草丈（㎝）

茎数（本/株）

前年度

33.6
16.1

※市内21箇所の観測田データの平均値

ゆめみづほ 6月末
コシヒカリ 7月5日
ひゃくまん穀 7月5日

ゆめみづほ 6月末
コシヒカリ 7月5日
ひゃくまん穀 7月5日

中干し期間は

まで実施しましょう！

6・7月のポイント～10の推進技術・5つの1ヶ月対策～
●中干しの期間は1ヶ月　●中干し後から出穂までの約1ヶ月は飽水管理
●畦畔・農道等は7月上旬までに追加除草



中干しの効果・意味中干しの効果・意味
◎過剰分げつ防止と、草丈を揃え、出穂を均一にする。
◎根を地中深く張らせ、倒伏しにくくさせる。

中干しを実施した場合 中干しをしない場合

強勢籾

強勢籾

強勢籾

弱勢籾

弱勢籾

弱勢籾弱勢籾
穂揃いが良いため
登熟のバラつきが
少ない

穂揃いが悪いため
出穂もバラつき
登熟もバラつく

1穂籾数・
2次枝梗が多い

稈長が短い
稈長が長い

初期分げつが
確保されており
穂揃いが良い

初期分げつが
確保できなかったが
遅発分げつが有効化
したため
穂数が増え
穂揃いが悪い

強勢籾での胴割
弱勢籾での乳白
・青未熟

乳白の懸念

倒伏の懸念

干ばつや長期湛水に弱い
健全な
根域 慎重な水管理が必要

表層根に依存した登熟 中干しが充分でなく
下層根量不足

乾きやすく 腐りやすい

収量・外観品質・食味の三拍子揃ったお米を生産するためには、登熟を向上させることが重要です。
登熟を向上させる為には中干しの実施、間断通水の水管理が必要です。
中干しの終了は幼穂形成期頃で、ゆめみづほで6月末、コシヒカリで7月5日頃、
ひゃくまん穀で7月10日頃です。

中干し後の水管理のポイント ～飽水管理で根を健全に～中干し後の水管理のポイント ～飽水管理で根を健全に～
★幼穂形成期以降の水管理
　【重要】間断通水を徹底し、根の活力維持を図る。➡土が湿った状態を維持！！
　◎フェーン現象が予想されるときは事前に通水し、土壌に水分を補給しておく。

★出穂・開花期の水管理
　【重要】稲体の水分蒸発量が最も多くなるので通水管理の徹底を！！
　◎特に穂が出る前の時期は、水田に水がある状態にする。

６　月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上

７　月 ８　月 ９ 月

溝切り

中干し

3日～4日毎の通水による飽水管理の徹底！！
（常に田面が湿った状態）

良い例 悪い例


